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データベース・システム研究会継続について（お願い）

つ
下記のとおり研究会の活動を継続致したく，よろしくお取計り下さいます

ようお願い致します。

記

1.希望研究会名

データベース・システム研究会

2.継続の趣旨

コ

データふくースはソフトウェアの基本技術として， OS や言語フ・~セッサと

並んで重要であるだけではなく，最近の計算接応用分野においてもその比重

がますます大きくなりつつある。また，データベースの研究課題の中心も，

従来のビジネスデータ中心のものからマルチメディア的なものに変化しつつ

あり， CADを始めとする新しい応用分野に適したデータベースの研究開発は

現在非常に盛んに行われつつある。新しい世代の計算援応用として注目され

ている知識ベースもデータベース技術を基礎にしているーこのような意味

で，データベースの研究開発の重要度は今後ますます増大すると考えられ

る。国際的に見た場合，多くの分野と同様に研究の中心は北米とヨーロッパ

であるが，最近は日本の研究も認められるものが増え， 85年には

Foundations of Data O宿泊ization国際会議を， 86年には VeryLarge Data 

Base国際会議を日本で開く。このように，国際的に競争の滋しい分野では，

日本の研究者間の交流や国際活動は非常に霊要といえる。・このため，米国

ACMのSIGMOD（データベース）委員会に対応する情報処理学会の組織とし



，
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てのデータベース研究会をさらに継続する必要があると考えられる。本研究

会は， ACMのSIGMOD,SIGBD （ビジネスデータ処理）, SIGOA（オフィ

スオートメション）の分野をカバーすると思われ，日本における研究活動の

活発化，この分野の毘際交涜のための組織としてぜひとも必要である。

以上のような理由で，情報処理学会データベース・システム研究会の継続を

お願い致したく存じますのでどうかよろしくお願い致します．

3.研究分野

最近のデータベース応用分野の広がりにより， 従来応用（OA,CADなど）

と書いていた部分をトランザクション処理システム，オフィスオートメー

ション， CADデータベース，データベースの高度利用に分けた。

基礎理論，モデル，設計，雷語，質問処理，並行処理，分散DB，トランザク

コ： ション処理システム， DBマシン，アーキテクチャ，マルチ・メディア DB,

知能DB，オフィスオートメーション， CADデータベース，データベースの

高度利用

4. その他

なし

以上
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